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第36回中標津東小学校卒業式。中学校の真新しい制服で臨んだ

卒業生は、6年間の想い出を胸に、卒業証書を受け取りました。�

「次へのステップ」�
�

中標津町ホームページの�
ＵＲＬは　http://www.nakashibetsu.jp　�
メールは　nakasi- t＠aurens.or.jp�

携帯サイトは　http://j.nakashibetsu.jp/
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町民１人�
当たりの�
行政経費�
計477,941円�

お年寄り・こどもな�
どの福祉のために�

56,515円�
教育のために�

38,302円�
農林業のために�

42,305円�
消防・救急活動に�

18,318円�
借入金返済に�

58,513円�
商工業のために�

3,652円�

中標津町の予算（当初予算）�

特
　
別
　
会
　
計�

会　 　  計　  　 区　  　 分�

一　　 般　　 会　　 計（A）�

合　　  計（A）＋（B）（C）�

病　院　事　業　会　計（D）�

水　道　事　業　会　計（E）�

総　　　計 （C）＋（D）＋（E）�

国民健康保険事業特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介護保険事業特別会計�

公設地方卸売市場事業特別会計�

町 営 牧 場 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計�

計 （B）�

16年度予算�
132億7,400万円�

23億1,596万円�

18億　973万円�

9億　541万円�

2,113万円�

1億2,797万円�

14億5,407万円�

1億9,305万円�

68億2,732万円�

201億　132万円�

45億1,770万円�

7億1,303万円�

253億3,205万円�

17年度予算�
114億9,400万円�

22億4,844万円�

17億8,138万円�

9億6,362万円�

2,080万円�

7,849万円�

13億2,019万円�

2億2,772万円�

66億4,064万円�

181億3,464万円�

43億6,238万円�

8億9,505万円�

233億9,207万円�

増　減　額� 伸　率�
△17億8,000万円�

△6,752万円�

△2,835万円�

5,821万円�

△33万円�

△4,948万円�

△1億3,388万円�

3,467万円�

△1億8,668万円�

△19億6,668万円�

△1億5,532万円�

1億8,202万円�

△19億3,998万円�

△13.4％�

△2.9％�

△1.6％�

6.4％�

△1.6％�

△38.7％�

△9.2％�

18.0％�

△2.7％�

△9.8％�

△3.4％�

25.5％�

△7.7％�

１人当たりの町税�

102,116円�

　今年度の予算編成は、町税などの自主財源が乏しく、地方交付税に大きく依存している本町にとって、本年度もさらなる
削減が見込まれるなど厳しい状況の中、健全財政の確保のため、旧来の手法では必要な行政サービスの維持が不可能であり、
また、可能な限り次世代に負担を残さないことに配慮し、歳入総額に見合った歳出構造にするために努力しました。（健全
財政の主な取り組みは５ページ参照）�
　平成17年度の一般会計予算は、４年連続減少の114億9,400万円（前年比13.4％減）となりましたが、これは大型プロジェク
ト（西町公住・中標津中学校建設）の終了による影響と、公債費（償還終了）、職員費の減少によるものが主で、国民健康保
険事業などの７つの特別会計や病院、水道の２つの企業会計を合わせた全会計では、下表のとおり前年度より7.7％減の233
億9,207万円の予算総額となりました。�

西澤町長が初めて手がけた今年度の予算編成は、

多額の収支不足を圧縮するため、事務事業、

住民サービスの見直し、予算要求ガイドライ

ンの設定、人件費縮減などの措置を講じ、一

般会計では対前年比17億8,000万円減の114

億9,400万円と４年続けてのマイナスとなり

ました。�

この予算額を町民１人当たりに換算すると、

約47万８千円（前年比約７万９千円の減）

の行政経費になります。（下記参照）�

今月号では、平成17年度の主な予算概要に

ついてお知らせします。�

中標津町経営再生プログラムによる改革の推進�健全財政確保に努めた緊縮予算�

平成17年度 中標津町予算�

　�
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◆地方交付税＝主に国が税金として集めた国税を、自治体間の豊か
さの不均衡を是正するため、地方自治体に配分する税�
◆国庫支出金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために
国から交付される負担金や補助金などのこと�
◆道支出金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために北
海道から交付される負担金や補助金などのこと�
◆町債＝施設の建設や土木工事など、多額の経費を必要とするとき、
費用の一部を国や金融機関から借り入れるもの�
◆繰入金＝財政調整基金や減債基金からの財源調整のための基金か
らの取崩金のほか、JR標津線の廃止に伴う代替バス運行や、公
共施設の建設借入金償還に充てるために設置された基金からの取
崩金�
◆その他＝地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、分担金
及び負担金、財産収入、諸収入など�
�

☆一般会計当初予算の内訳�

◆民生費＝福祉全般にかかる事業、各種医療扶助、保育園な
どにかかる経費のこと�
◆衛生費＝各種検診やごみ収集、ごみ処理施設の整備、環境
対策などにかかる経費のこと�
◆農林業費＝農業や林業の振興、土地改良事業などにかかる
経費のこと�
◆土木費＝道路の整備・除雪、河川の改修、公園の整備など
にかかる経費のこと�
◆教育費＝町立の小中高等学校の運営・整備、生涯学習、図
書館や総合文化会館の運営などにかかる経費のこと�
◆公債費＝町の借入金に対する償還金やそれにかかる経費の
こと�
◆その他＝議会費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金、
予備費の合計�

◆人件費＝職員の給与や議員の報酬などのこと�
◆物件費＝施設にかかる光熱水費等の施設管理費、一般事務
に必要な消耗品費、備品購入費などのこと�
◆補助費等＝外部団体等に対する補助金や負担金などのこと�
◆繰出金＝特別会計の収支不足の補てん等及び各制度に基づ
き一般会計から特別会計へ支出するもの�
◆病院事業会計繰出金＝制度等に基づき一般会計から病院事
業会計へ支出するもの�
◆投資的経費＝道路・河川・公園・学校等の公共施設の新設・
改修工事などにかかる経費のこと�
◆その他＝扶助費、維持補修費、積立金、貸付金、予備費の
合計�

道路・排水・街路事�
業などに�

71,437円�

その他の町民サー�
ビスなどに�

１人当たりの行政経費�

118,612円�
健康を守るために�

33,338円�
公園整備のために�

13,172円�
ごみの焼却やし尿処理に�

23,777円�

477,941円�
１人当たりの町税�１人当たりの町税�

102,116円�102,116円�

（　）内は対前年伸率�
歳　入�（主な予算区分の説明）�

歳出・目的別�（主な予算区分の説明）�

歳出・性質別�（主な予算区分の説明）�

中標津町経営再生プログラムによる改革の推進�

歳出合計�
11,494,000千円�
（△13.4％）�

総務費　432,470千円�
　　　　　3.8％　（△3.3％）�

その他　210,521千円�
　　　　　1.8％　（11.0％）�

消防費�
　440,530千円�
　3.8％　（△8.7％）�

921,119千円　�
8.0％（△37.3％）�

　1,359,121千円�
　　11.8％　（△3.2％）�

1,373,576千円�
　12.0％（△0.7％）�

1,407,182千円　 �
12.2％　�
（△30.5％）�

2,118,118千円�
18.4％�

（△4.7％）　　�

1,017,400千円 
8.9％（△1.3％）�

2,213,963千円�
19.3％（△15.5％）�

民生費�

土木費�教育費�

公債費�

職員費�

衛生費�

農林業費�

歳入合計�
11,494,000千円�
（△13.4％）�

2,455,778千円�
　21.4％�
　　　（1.8％）�

4,613,515千円　�
40.1％（△6.2％）�

国庫支出金�
　664,520千円　5.8％�
　（△32.2％）�

　623,250千円　�
　5.4％（△10.6％）�

　370,929千円　3.2％　�
　（△54.8％）� 繰入金�

　1,069,300千円　9.3％　�
　（△44.2％）�

町　債�

　1,409,704千円　12.3％（14.0％）�

その他�

使用料及び手数料�
　287,004千円　2.5％（△0.9％）�

町税�

地方交付税�
�

歳出合計�
11,494,000千円�
（△13.4％）�

2,215,214千円�
19.3％（△4.4％）�

　1,637,557千円�
14.2％�

（△2.4％）�

　1,485,966千円�
12.9％�

（△3.4％）�

　1,407,132千円�
12.2％（△30.5％）�

物件費�

補助費等�
繰出金�

公債費�
1,361,893千円�
11.9％（△4.9％）�

病院事業会計�
繰出金�
699,820千円�
6.1％（1.2％）�

その他�
843,296千円　�
7.4％　（△10.9％）�

投資的経費�
1,843,122千円�
16.0％�
（△30.4％）�

人件費�

道支出金�



4

①地域産業の振興�
●交流人口の拡大対策�

　・観光映像カメラ設置�

　　……161万円�

　　開陽台展望館に設置し、�

　　ライブ映像をホームペー�

　　ジで配信�

　・移住促進事業対策経費……20万円�

　　道外定年退職者（団塊の世代）の移住促進�

●産業振興対策�

　・中山間地域等直接支払事業……３億2,296万円�

　　事業期間の継続（平成17年度～平成21年度までの５

　　年間）�

　・中心市街地空洞化実態調査事業補助……80万円�

　　消費動向、交通動態、土地・建物現況調査等を実施�

�

�

②生活、自然環境の整備�
●生活環境の充実�

　・「字中標津」区域の名称改正、電算データ変換経費

　　……720万円�

　　市街地周辺の「字中標津」区域の名称改正、条丁目

　（地番）改正�

　・公営住宅建設……１億4,352万円�

　　計根別団地２棟８戸�

　・携帯電話119番通報直接受信システム導入経費�

　　……64万円�

　　釧路市消防本部受信方式から根室北部消防事務組合

　　直接受信システムを導入�

●公園整備�

　・中標津町運動公園整備……２億7,602万円�

　　球技場造成、夜間照明施設、土地購入等�

●水道整備�

　・上水道高区配水池築造……２億5,000万円�

　　現在の貯水能力を２倍にするため高区配水池を増設�

�

　町の借金である借入金（全会計）の残高は、表１のとお

り平成14年度末の328億円をピークに、平成17年度末には

14億円減の314億円になる見込みです。�

　これは、過去の借入金の償還が随時終了していく中、新

たな借入を抑制するなどの措置を講じた結果であり、今後

についても「中標津町経営再生プログラム」の推進により、

歳入に見合った歳出の構造にし、借入金の減に努めていき

ます。�

③ゆとり教育の推進�
●中標津中学校整備……4,700万円�

　前庭等外構工事、旧屋体解体工事�

�

�

�

�

�

�

�

�

●中標津町運動公園冬季施設の夏季間有効利用経費�

　……95万円�

　スピードスケート場内の芝生広場を、ゲートボール場

　として利用�

�

�

④医療・保健・福祉の充実�
●未満児、障害児保育の拡大……787万円�

　町立保育園において未満児保育、障害児保育の受入を

　拡大（保育士４名増）�

●医療の充実�

　・医療機器の整備……3,500万円�

　　大腸ビデオスコープ 外�

　・過疎地勤務医総合臨床研修事業費負担金…300万円�

　　7北海道地域医療振興財団から内科医師１名を受け

　　入れ（平成17年４月１日～平成19年２月28日まで）�

�

�

�

⑤基本姿勢実現のための取り組み�
●水道管路地図情報システムの整備……4,298万円�

　災害等の危機管理の観点から、GISシステムによる管

　路図を構築�

　（L=126km　給水戸数9,000戸）�

平成17年度予算の主要事業について、今月号では、新たに拡充・充実した主なものについてお知らせ

します。詳しくは、平成17年度主要施策「よくわかることしの中標津づくり」を広報中標津来月号

（５月号）に折込みますのでご覧ください。�

表１　町の借入金残高（全会計）の推移�

200
12 13 14 15 16 17年度（見込み）�

220

240

260

280

300

320
323 325 328 325 319 314

340
億円�

ま　ち�
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「創る、いきいき新時代」を基本姿勢に�
　　　　　　将来を見据えたまちづくりのために�
⑥健全財政確保のための取り組み�
【歳出（節減に努めた主なもの）】�

●非常勤特別職（報酬支給者）に係る費用弁償日当（町内日帰り）の廃止……△600万円�

　町議会議員、教育委員、選挙管理委員、農業委員、固定資産評価審査委員、監査委員等�

●補助金の削減（83事業項目）……△3,660万円�

　補助基準・補助率の改定などを行った結果、対前年比6.0％の減（中山間地域等直接支払事業交付金を除くと11.3％の

減）となり、うち事業完了・廃止などによるものは10事業で2,200万円の減となっています。（さらに、敬老会補助金

などが平成17年度をもって廃止される予定になっています。）�

●施設の管理、運営体制の見直し……△2,661万円�

　文化会館、図書館、武道館、プール、体育館開館日数の縮小（10月から第１、�

　第３月曜日が休館日となります。）や、町道などの草刈回数・区域の変更等�

●施設の統廃合……△548万円�

　西竹へき地保育所の廃止、養老牛へき地保育所を養老牛小学校に移転、西竹�

　中学校・養老牛中学校を計根別中学校に統合�

●契約方法の変更……△743万円�

　下水道終末処理場等維持管理を単年度仕様書発注から５ヵ年性能（包括的）�

　発注に変更（５ヵ年で3,716万円の縮減）�

●公用車の削減（集中管理用４台）……△150万円�

●特別職体制の見直し……△1,413万円�

　収入役を廃止し、助役が事務を兼掌�

●人件費の削減……△２億2,912万円�

　平成17年度限りの措置として特別職（病院長含む）基本給10％削減、一般職員基本給５％削減などを行った他、各種

手当の見直し・廃止などを実施�

�

【歳入（料金改定などを行い受益者負担を増額したもの）】�

●受益者負担の見直し……1,858万円�

　◆料金改定された主なものとして……�

　・家庭菜園使用料（新規）……33万円（１区画２千円の使用料を徴収）�

　・町営牧場使用料（料金改定後の増額分）……245万円　（育成牛＠220円／日⇒＠236円／日、人工・妊娠牛＠252円⇒＠270円）�

　・学校給食費（料金改定後の増額分）……1,229万円�

　区　分�

小　学　生�

中　学　生�

幼　稚　園�

改定後１食単価�

243円�

277円�

260円�

�

改定前１食単価�

208円�

242円�

225円�

ただし、H17～H19まで経過措置として＠232円／食とし、差額は町で負担する。�

ただし、H17～H19まで経過措置として＠267円／食とし、差額は町で負担する。�

ただし、H17～H19まで経過措置として＠250円／食とし、差額は町で負担する。�

備　　　　　　　　　考�

　町の貯金である基金は、用途によって各種基金が設置さ

れています。一般的に財源不足などを補てんするための基

金として「財政調整基金」があり、借金を償還するときな

どに用いるための基金として「減債基金」などがあります。�

　毎年貯金を取り崩してまかなう厳しい財政状況の中、こ

れ以上基金を減らさないためにも、健全財政の取り組みを

強化していきます。�

※表２では一般会計の貯金残高のみをお知らせしています

が、他会計の貯金については、その用途が限られており、

通常の貯金とは性質が違うため掲載していません。�

表２　町の貯金残高（一般会計）の推移�

12

57
52 49 45

40 37

13 14 15 16 17年度（見込み）�
0
10

20

30

40

50

60

70
億円�
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主
要
公
共
施
設
位
置
図

主
要
公
共
施
設
位
置
図�
主
要
公
共
施
設
位
置
図�

●　各選挙における市街地投票所�

★　災害時の緊急避難場所�

【児童会館】�

  　qわんぱく児童会館……………12-7273�

  　w　西　　児童会館……………12-3039�

  　e　東　　児童会館……………13-2996�

  　rなかよし児童会館……………13-5569�

  　tにこにこ児童会館……………13-1802�

  　　・計根別児童会館……………18-2539�

　　　（計根別市街のため表示なし）�

春の転勤などで毎年、新しい

中標津町民が一番増える時期

です。�

　また、災害時（大地震な

ど）に、安全かつ速やかに避

難できる場所（緊急避難場

所）として市街地で22カ所

を指定しています。これらを

加えた「町の公共施設位置

図」を作成してみました。�

中標津町総合文化会館�
13-1131�

中標津町図書館�
13-1121

中標津霊園�
12-2153

中標津町シルバースポーツセンター�
12-0170

中標津町保健センター�
12-2733

中標津消防署�
12-2181

中標津町役場�
13-3111

中標津下水終末処理場�
12-4307

睦運動広場�
1体育館�

釧路開発建設部中標津道路事務所�
12-3221

釧路地方法務局中標津出張所�
13-1212

中標津警察署中央交番�
13-4193

中標津東９条郵便局�
12-3969

釧路土木現業所�
中標津出張所�
12-3213

第1投票所�

第２投票所�
（広陵中学校）�

4

5

国道272号�道道�

館�

東中児童公園�

東児童公園�
睦児童公園�

明生児童公園�

まこと児童公園�

白樺児童公園�

シルバースポーツセンター�
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主
要
公
共
施
設
位
置
図�

中標津町温水プール�
12-7001

中標津体育館�
12-2316

中標津町総合福祉センター�
19-8666

町立中標津病院�
12-8200

中標津町交通センター�
12-6866

中標津町運動公園�
12-8003

中標津町森林公園�
13-2191

道立ゆめの森公園�
12-0471

中標津空港�
12-4866

道立根釧農業試験場�
12-2004

中標津警察署�
12-0110

中標津保健所�
12-2168

根室支庁中標津合同庁舎�
12-2161

中標津経済センター�
中 標 津 町 商 工 会 �

12-2720�
ハローワーク　　�

12-2544

中標津町職業訓練センター�
12-2764

中標津郵便局�
12-3100

泉運動広場�
1体育館�

第３投票所�
（中標津小学校）�

第４投票所�
（丸山小学校）�

1

2

3

中標津町武道館�
12-7002

中標津町郷土館
12-2190

中標津高等学校グラウンド�

東小学校グラウンド�

双葉児童公園�

町営野球場�

南町児童公園�

皆川児童公園�

川西町内会館�

泉児童公園�

しるべっと広場�

中標津保育園�

東7条緑地�

丸山公園多目的広場�

中標津小学校グラウンド�

丸山小学校グラウンド�

西町地区コミュニティセンター�

道立水産ふ化場道東支場�
12-6141
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人
間
が
創
っ
た
桁
は
ず
れ
の
景
観
�

　
　
　
　
　
　
そ
の
意
義
や
価
値
①
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
家
　
西
 
川
　
 
孝
�

�　
空
と
大
地
だ
け
の
境
界
標
示
板
が
車
で
訪
れ

る
人
の
眼
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
計
根
別
ふ
れ

あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
の
看
板
は
「
緑
と
光
の
祭
典
」

と
記
し
て
あ
っ
た
。
�

　
こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
実
に
中

標
津
の
景
観
は
象
徴
し
に
く
い
の
で
あ
る
。
極

端
に
言
う
と
モ
ノ
で
は
な
く
、
か
ら
松
防
風
林

と
草
地
の
緑
を
演
出
す
る
光
と
陰
で
あ
り
、
大

気
や
息
吹
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
�

　
こ
の
様
に
実
に
シ
ン
プ
ル
な
景
観
だ
か
ら
こ
そ

趣
は
深
遠
さ
を
増
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
草
地
と

防
風
林
だ
け
の
景
観
は
四
季
の
サ
イ
ク
ル
を
明
確

に
区
別
し
て
見
せ
て
く
れ
る
。
�

　
春
の
芽
吹
き
の
淡
い
エ
メ
ラ
ル
ド
、
耕
地
か
ら

沸
き
立
つ
水
蒸
気
の
中
で
柔
ら
か
い
。
�

　
牧
草
地
の
穂
が
出
始
め
る
夏
、
刈
り
取
っ
た
跡

の
筋
状
の
緑
の
曲
線
の
変
化
。
防
風
林
を
背
に
梱

包
が
演
出
す
る
の
ど
か
な
風
景
。
周
り
の
連
山
を

シ
ル
エ
ッ
ト
に
し
て
沈
む
夕
陽
の
秋
。
そ
し
て
雪

原
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
た
草
地
を
囲
む
茶
褐
色
の
防

風
林
。
雪
原
に
浮
か
ぶ
鈍
く
白
い
太
陽
。
絢
爛
豪

華
な
落
日
の
美
し
い
冬
。
�

　
こ
ん
な
風
景
の
サ
イ
ク
ル
を
重
ね
て
時
を
刻
ん

で
い
る
。
�

　
根
釧
台
地
の
秋
は
特
に
穏
や
か
で
長
く
、
そ
の

夕
焼
け
は
絶
品
で
あ
る
。
吉
井
宣
則
さ
ん
著
「
や

せ
衰
え
た
土
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
連
想
さ
せ
、

根
室
原
野
の
零
年
と
し
て
も
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

―
―
―
陽
は
昇
る
　
陽
は
昇
る
　
明
け
る
空
を
抱

え
　
陽
は
沈
む
　
陽
は
沈
む
　
満
天
の
星
を
残
し
、

人
生
は
つ
か
の
間
の
夢
よ
幻
よ
　
く
よ
く
よ
と
考

え
て
そ
れ
じ
ゃ
さ
よ
な
ら
と
―
―
―
道
東
の
大
地

が
生
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
松
山
千
春
の
「
北
の
大

地
」
の
一
節
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
北
の
大
地
と

い
う
の
は
　
桁
は
ず
れ
に
広
大
で
　
地
球
の
自
転

や
悠
久
の
時
、
生
生
流
転
の
様
ま
で
も
見
る
者
に

感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
優
れ
た
特
質
を
秘
め

て
い
る
か
ら
に
他
な

ら
な
い
と
思
う
。
�

　
そ
う
い
う
意
味
で
、

我
根
室
原
野
は
造
ら

れ
た
田
園
景
観
へ
と

百
年
の
時
を
刻
み
は

し
た
が
、
本
質
的
に

北
の
大
地
の
特
質
を

備
え
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
の
だ

と
思
う
。
�

西川　孝の�

④�

四
月
の
草
地
�

草
地
の
香
り
�

実施月日�

７月19日�

８月23日�

９月20日�

　担当弁護士�

荒　井　　　剛�

岩　田　明　子�

箕　島　弘　幸�

実施月日�

４月19日�

５月17日�

６月21日�

　担当弁護士�

岩　田　明　子�

山　崎　俊　之�

岩　田　明　子�

無料法律相談上半期日程�

　家庭内の不和や不動産の紛争、また、交通事故による損害賠償問題、遺産相
続など、悩み事のある方は、弁護士が専門的にアドバイスしてくれます。お気
軽にご利用下さい。�
　上半期の日程は、次のとおりですが、一相談日は先着７名までで、事前の申
し込みが必要です。�
　詳しくは、生活課交通町民相談係までお問い合わせ下さい。�

場所　役場�
時間　午前10時30分～午後3時�

無料法
律相談

の�

お知ら
せ�
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��

　
町
で
は
四
月
一
日
か
ら
、

下
村
陽
一
前
助
役
と
武
田
正

幸
前
収
入
役
の
勇
退
を
受
け
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
と

行
政
の
ス
リ
ム
化
な
ど
を
考

慮
し
特
別
職
の
収
入
役
を
廃

止
し
、
助
役
が
収
入
役
事
務

を
兼
掌
す
る
体
制
に
な
り
ま

し
た
。
後
任
の
助
役
に
は
清

原
哲
雄
氏
が
新
た
に
任
命
さ
れ
、

四
月
一
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。
�

　
清
原
助
役
は
、
昭
和
二

十
三
年
八
月
生
ま
れ
。
中

標
津
高
校
卒
業
後
の
昭
和

四
十
二
年
、
役
場
に
勤
務
。

財
政
、
福
祉
、
総
務
の
各

課
長
を
歴
任
し
た
後
、
総

務
部
長
を
六
年
務
め
ま
し
た
。

「
西
澤
町
長
が
掲
げ
る
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
の
感
動
を
共
有

で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の

確
立
に
努
め
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
�

特
別
職
体
制（
収
入
役
廃
止
）見
直
し
�

新
助
役
に
清
原
氏
�

助　役�

清  原  哲  雄�

ま
ち
づ
く
り
の
�

　
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
り
ま
す
�

町
に
は
、
右
記
団
体
の
他
、
沢
山
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
標
津
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
1
９
ー
１
２
３
１
）
ま
で
。
�

Ｑ
　
住
民
票
（
写
し
）
を
文
化
会
館
で
受
け

取
れ
る
っ
て
、
本
当
で
す
か
？�

�

Ａ
　
町
で
は
、
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
内
に
、

自
動
交
付
機
を
設
置
し
住
民
票
写
し
※
と
印

鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
利
用

時
間
は
、
土
・
日
を
含
む
午
前
九
時
〜
午
後

八
時
ま
で
。
（
文
化
会
館
の
休
館
日
は
除
き

ま
す
）
利
用
に
は
、
役
場
窓
口
で
発
行
の
各

専
用
カ
ー
ド
（
暗
証
番
号
登
録
）
の
申
請

が
必
要
で
す
。
印
鑑
登
録
証
明
は
各
自
ご

と
の
申
請
が
必
要
で
す
が
住
民
票
用
カ
ー

ド
は
一
枚
で
家
族
全
員
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
　
　
（
生
活
課
戸
籍
住
民
係
）�

※
最
新
の
情
報
が

記
載
さ
れ
ま
す
。

前
歴
情
報
が
必

要
な
場
合
は
役

場
窓
口
へ
申
請

し
て
下
さ
い
。

（
除
票
及
び
記

載
事
項
証
明
を

除
く
。
）�

町
の
提
言
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望
・�

意
見
な
ど
に
対
し
、
回
答
し
た
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ�

形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
、

町
民
、
地
域
、
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
町
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

 
こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
が

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

次
の
団
体
で
は
一
緒
に
活
動

で
き
る
多
く
の
方
々
の
参
加

を
募
っ
て
い
ま
す
。
�

�歴
史
を
生
か
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
�

� 
各
地
域
で
歴
史
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
�

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
伝
成
館
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
は
、

貴
重
な
「
歴
史
的
建
築
物
」

と
し
て
根
釧
農
業
試
験
場
旧

庁
舎
本
館
を
保
存
・
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
会
の

目
的
に
賛
同
す
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

同
会
（
1
３
―
４
３
０
１
）

ま
で
。
�

�元
気
な
高
齢
者
団
体
の
�

ま
ち
づ
く
り
活
動
�

　
�

　
高
齢
者
の
「
生
き
が
い
」

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

「
社
会
参
加
」
活
動
を
進
め

て
い
る
（
社
）
中
標
津
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
百
五
十
人
が
多
様
な
仕

事
の
受
注
と
街
を
彩
る
花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

男
性
が
六
十
歳
、
女
性
五
十

五
歳
以
上
が
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
入
会
希
望

の
方
は
同
セ
ン
タ
ー
（
1
9
�

―
１
２
３
４
）
ま
で
。
�
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�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�　
四
月
の
整
形
外
科
診
療
日
は
、
上
記

カ
レ
ン
ダ
ー
の
●
印
の
と
お
り
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
病
院
医
事

課
1
（
２
）
８
２
０
０
ま
で
。
�

�開
陽
台
展
望
館
オ
ー
プ
ン
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
昨
年
十
一
月
よ
り
冬
期
間
閉
鎖
し
て

い
た
「
開
陽
台
展
望
館
」
は
、
左
記
日

程
に
よ
り
全
館
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
（
十

月
末
ま
で
）
�

日
時
　
四
月
二
十
九
日（
金
）午
前
九
時
�

�「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」
会
員
募
集

の
ご
案
内
�

�　
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
十
七
年
度
「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」
会
員

の
募
集
を
し
ま
す
。
（
「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」

と
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
製
品
を
ご
愛

顧
い
た
だ
く
会
で
、
店
頭
販
売
し
て
い

な
い
製
品
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。）
�

募
集
期
間
　
四
月
十
一
日
（
月
）
〜
�

　
　
　
　
　
四
月
十
五
日
（
金
）
�

募
集
人
数
　
六
十
名
程
度
�

頒
布
期
間
　
平
成
十
七
年
六
月
〜
�

　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
�

　
案
内
書
を
希
望
す
る
方
は
、
研
修
セ

ン
タ
ー
1
（
８
）
２
２
１
６
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

�家
庭
菜
園
の
お
知
ら
せ
�

�　
家
庭
菜
園
の
入
園
者
を
四
月
中
旬
よ

り
募
集
し
ま
す
。
今
年
度
よ
り
一
区
画

二
千
円
の
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
が
、

五
月
中
旬
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
使
用
で
き
、

中
標
津
町
に
居
住
す
る
（
住
民
登
録
が

あ
る
）
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
に
関
し

て
は
四
月
上
旬
に
新
聞
の
チ
ラ
シ
折
込

で
案
内
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
交
通
・
町
民
相

談
係
ま
で
。
�

�上
下
水
道
課
か
ら
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
四
月
か
ら
新
し
く
当
町
に
お
住
ま
い

に
な
っ
て
い
る
方
、
町
内
で
お
引
っ
越

し
を
さ
れ
た
方
は
、
水
道
の
使
用
開
始
・

終
了
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
申
し
込
み
は
電
話
で
で
き
ま
す
）
�

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
転
居
さ
れ
る
方
は
、

お
引
っ
越
し
の
際
必
ず
室
内
の
元
栓
を

落
と
し
て
か
ら
退
去
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
�

　
最
近
役
場
か
ら
委
託
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
、
ご
家
庭
に
水
質
検
査
や
浄
水
器

等
の
販
売
を
し
て
い
る
業
者
が
出
回
っ

て
い
ま
す
。
上
下
水
道
課
で
は
、
こ
の

よ
う
な
検
査
・
販
売
は
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。
不
審
・
不
用
と
感
じ
た
時
は
、

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
�

使
用
開
始
・
終
了
の
申
し
込
み
先
�

　
上
下
水
道
課
業
務
係
（
内
線
２
４
５
）
�

��

�四
月
二
十
日
〜
三
十
日
ま
で

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
�

�　今
年
も
「
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
期
間

中
「
火
は
消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　

き
い
て
み
て
」
の
統
一
標
語
を
掲
げ
、

火
災
の
発
生
の
防
止
、
焼
死
事
故
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
重
点
目
標
に

実
施
し
ま
す
。
�

　
運
動
期
間
中
「
消
防
署
だ
よ
り
」
の

各
家
庭
配
付
、
各
事
業
所
自
衛
消
防
隊

の
訓
練
指
導
、
防
火
対
象
物
の
査
察
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
運
動
初
日
に
は

消
防
団
を
は
じ
め
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
大
型

店
舗
前
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。
�

　
今
後
も
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
消
防
署
1
（
２
）

２
１
８
１
ま
で
。
�

年　　金�

税　　金�

M A T I O N

4

April

くらしの広場広場�広場�

4
3 

10

17

24

4 

11

18

25

5 

12

19

26

�

6 

13

20

27

�

7 

14

21

28

�

1 

8 

15

22

29

�

2 

9 

16

23

30

日 月 火 水 木 金�土�

５月１日午前２時から市外局番・市内局番が変わります。　101537－△－□□□□　⇒　10153－7△－□□□□�

�

�
平成17年度社会保険事務所�
相談所開設日のお知らせ�

�

　平成17年度の社会保険事務所相談所

開設日は下記のとおりですので、健康

保険や厚生年金・国民年金などの制度

内容や手続きについて、気軽にご相談

ください。�
　　　　　開　　設　　月　　日�
　平成17年４月19日（火）～20日（水）�
　平成17年５月17日（火）～18日（水）�
　平成17年６月21日（火）～22日（水）�
　平成17年７月19日（火）～20日（水）�
　平成17年８月23日（火）～24日（水）�
　平成17年９月20日（火）～21日（水）�
　平成17年10月18日（火）～19日（水）�
　平成17年11月15日（火）～16日（水）�
　平成17年12月13日（火）～14日（水）�
　平成18年１月17日（火）～18日（水）�
　平成18年２月14日（火）～15日（水）�
　平成18年３月14日（火）～15日（水）�

・開設場所�

　中標津経済センター�

・開設時間�

　１日目　午後１時～午後５時まで�

　２日目　午前９時～�

　　　　　午前11時30分まで�

　詳しくは、釧路社会保険事務所�

10154（22）0111まで。�

�

特別障害給付金制度が�
始まります�

�
　国民年金の任意加入期間に加入しな
かったことにより、障害基礎年金等を
受給していない障害者の方について、
国民年金制度の発展過程において生じ
た特別な事情にかんがみ、福祉的措置
として「特別障害給付金制度」が創設
されました。�
　支給の対象となる方、請求手続きな
ど詳しくは、釧路社会保険事務所�
10154（22）0111または生活課年金係
まで。�

　�

�
�

振替納税をご利用の方へ�
�
　平成16年分の申告所得税（第３期）
の振替納付日は、４月19日（火）、消費
税及び地方消費税（確定申告分）は、
４月26日（火）です。確実に振替納付で
きるよう振替納付日の前日までに預貯
金残高の確認をお願いします。�
　詳しくは、根室税務署10153-23-3261
まで。�

�



�
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I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広
�小

児
救
急
電
話
相
談
事
業
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
北
海
道
で
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月

二
十
日
よ
り
、
「
小
児
救
急
電
話
相
談
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
「
夜
間
子
ど
も
が

熱
を
出
し
て
下
痢
を
し
た
」
や
「
子
ど

も
が
誤
っ
て
洗
剤
を
飲
ん
だ
」
な
ど
、

小
児
救
急
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
�

電
話
相
談
受
付
時
間
�

　
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
�

　
午
後
七
時
〜
午
後
十
一
時
�

　
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
�

　
　
は
行
い
ま
せ
ん
。
�

電
話
番
号
�

　
ご
家
庭
の
電
話
で
プ
ッ
シ
ュ
回
線
を

ご
利
用
の
場
合
＃
８
０
０
０
�

　
そ
の
他
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合
1
０
１
１
（
２
３
２
）

１
５
９
９
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
保
健
所
企
画
総

務
課
1
（
２
）
２
１
６
８
ま
で
。
�

�住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
住
宅
金
融
公
庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
民
間
金
融
機
関
の
長
期
固
定
金
利
の

住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

・
最
長
三
十
五
年
間
の
長
期
固
定
金
利
�

・
保
証
料
〇
円
�

　
繰
上
返
済
手
数
料
〇
円
�

・
融
資
限
度
額
最
高
五
千
万
円
�

・
住
宅
の
質
を
確
保
�

・
中
古
住
宅
の
取
得
も
対
象
と
な
り
ま
�

　
す
。
（
融
資
金
利
、
融
資
金
額
、
返

済
期
間
（
最
長
三
十
五
年
）
な
ど
、

新
築
住
宅
と
同
様
の
条
件
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。
）
�

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.jyuko

u.g
o
.�

jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
公
庫
北

海
道
支
店
（
フ
ラ
ッ
ト
35
・
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
1
０
１
１
（
２
６
１
）
８
３
１
８
）

ま
で
。
�

�事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
�

〜
労
働
保
険
年
度
更
新
の
�

　
手
続
き
は
正
し
く
お
早
め
に
〜
�

�　
今
年
も
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
年
度
更
新
の
手
続
き
を
行
う

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
申
告
、
納
付
の
期
間
は
五
月
二

十
日
ま
で
で
す
。
期
限
ま
で
に
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
労
働
基

準
監
督
署
を
通
じ
て
申
告
、
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
�

　
な
お
、
こ
の
事
務
手
続
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
事
務
担
当
者
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
五
月
に
は
申
告
に
関
す
る
相
談
、

申
告
書
等
の
受
付
、
保
険
料
の
領
収
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

◆
労
働
保
険
年
度
更
新
説
明
会
�

　
四
月
十
八
日
（
月
）
�

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分
�

�

◆
労
働
保
険
集
合
収
集
会
�

　
五
月
十
三
日
（
金
）
�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

※
会
場
は
い
ず
れ
も
「
中
標
津
経
済
セ
�

　
ン
タ
ー
」
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

労
災
課
適
用
徴
収
係
1
０
１
５
４
（
４

２
）
９
７
１
１
ま
で
。
�

�自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

ア
ク
セ
ス
伸
び
悩
ん
で
�

い
ま
せ
ん
か
�

�　
中
標
津
町
で
は
、
新
年
度
か
ら
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
に
バ
ナ
ー
広
告

を
有
料
で
解
禁
し
ま
す
。
是
非
こ
の
機

会
に
バ
ナ
ー
広
告
を
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
広
告
掲
載
料
は
一
枠
一
月
七
千

円
で
、
広
告
枠
は
六
枠
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

掲
載
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

問
い
合
わ
せ
先
�

　
総
務
課
情
報
化
推
進
係
�

下水汚泥たい肥「環甦」の配布について�

　春の耕作用たい肥として町民の皆様に汚泥たい肥「環甦」の
配布を行います。�
　配布日時　４月21日（木）～４月30日（土）午前10時～午後４時�
　配布場所　中標津下水終末処理場（東35条北６丁目）�
　詳しくは、上下水道課下水道係まで。�
　※たい肥を入れる袋（肥料袋等）をご持参ください。なお、
　　数に限りがありますのでご了承ください。�
�

健　　康�

「女性のダイエット教室」�
参加者募集�

�

　 開催日　　　　　内　　　容�

４月22日（金）　講話「体脂肪のしくみ」�

４月28日（木）　講話「体脂肪減量の食生活」�

５月13日（金）　調理実習と試食１�

　　　　　　　　講話「歯周病予防」�

５月20日（金）　調理実習と試食２�

�

会　場　中標津町保健センター�

時　間　午後１時30分～午後３時�

　　　（５月13日のみ午後３時30分終了）�

対　象　女性・年齢は問いません�

持ち物　健康手帳�

　　　（お持ちでない方には配布）�

定　員　25名　�

参加料　無料�

受　付　定員に余裕のある場合、４月�

　　　　21日（木）まで随時受付�

お願い　調理実習のみの申し込みは�

　　　　ご遠慮ください�

申込先　中標津町保健センター�

　　　　成人保健係（管理栄養士）�

　　　　1２－２７３３まで�

�

�

「筋力アップで体イキイキ教室」�
のお知らせ�

�

　高齢者の筋力・バランス・柔軟性を高

めて、日常生活に必要な体力づくりをす

る教室を開催します。�

対　　象　70歳以上で体力に不安があ�

　　　　　る方（医師から運動を中止�

　　　　　されている方、介護保険認�

　　　　　定者は除きます）�

日　　時　５月20日～８月９日まで�

　　　　　毎週火、金曜日（全24回開催）�

　　　　　午前９時40分～午前11時20分�

場　　所　総合福祉センター　プラット�

募集人数　６名�

※申し込み人数が多い場合は、一度体力

　測定を実施し、より体力が低下してい

　る方とします。�

申込締切　４月12日（火）�

申 込 先　中標津町保健センター�

　　　　　成人保健係（保健師）�

　　　　　1２－２７３３まで�

�

からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう 　町民憲章より�

かんそ�



�

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成17年�4
VOL.508 （　） 内は前月比�

誕生   19人    死亡    8人�
転入   67人    転出  85人　�

2月28日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

24,049（－  7）�
11,844（－  2）�
12,205（－  5）�
10,075（＋  3）�

なかしべつ�

地球が丸く見える

3

「
夢
」
へ
の
第
一
歩
�

　
　
　
高
校
合
格
発
表
�

16

　
中
標
津
高
校
の
合

格
発
表
は
午
前
十
時
、

生
徒
玄
関
前
に
張
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
受

験
生
ら
は
自
分
の
番

号
を
見
つ
け
る
と
、

早
速
、
喜
び
を
家
族

に
連
絡
し
て
い
ま
し

た
。
�

　
ま
た
、
「
制
服
を

買
い
に
行
こ
う
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
す
親

子
が
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

3

郊
外
へ
移
転
す
る
�

㈱
東
武
の
説
明
会
を
開
催
�

3

　
国
道
二
七
二
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い

（
町
立
病
院
近
く
）
に
新
店
舗
建
設

中
の
（
仮
称
）
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
東
武
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
る
住
民
説
明
会
を
中
標
津

経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
�

　
説
明
に
よ
る
と
、
①
開
店
は
九
月

十
八
日
予
定
②
店
舗
面
積
は
一
万
六

千
六
百
八
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
現

店
舗
の
約
三
倍
）
③
駐
車
場
は
千
三

百
七
十
台
④
直
営
部
門
の
営
業
時
間

は
二
十
四
時
間
⑤
従
業
員
数
は
パ
ー

ト
を
含
め
て
約
二
百
人
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

4
４月から丘珠線増便に�

～�
中標津空港からの丘珠線が増便になり、�
千歳線と併せて札幌への旅行、出張に�
便利になりました。�

（～５／31までの時刻表）�

（写真は３／18の中標津空港）�

増便�

増便�

→　  　札幌（丘珠・千歳）�
11：00　丘珠　　�
12：55　千歳　　�
15：50　丘珠　　�
18：15　丘珠　　�

�
　→　　　 中標津　　�

９：30　　�
11：35　　�
14：20　　�
16：35　　�

�
�

→
　　 　　東　京　　�

15：15　　�
�

→
　 　　　中標津　　�

12：50　　�

　 中標津�
　10：00�
　12：05�
　14：50�
　17：15�
�
札幌（丘珠・千歳）�
　８：40　丘珠�
　10：50　千歳�
　13：30　丘珠�
　15：45　丘珠�
�
�
　 中標津�
　13：30�
�
　 東　京�
　11：10


